
テクニカルライティング第８回・配布資料（担当・斎藤俊則）

（１）文の構成要素と構造
・英語の５文型
　　S（主語） V（述語）
　　　Birds fly.
　　S V C（補語）
　　　He is tall.
　　S V O（目的語）
　　　She loves music.
　　S V O O
　　　They gave me an apple.
　　S V O C
　　　It makes me happy.

・日本語の語順
　　S V（Sは～する）
　　S C V（SはCである）
　　S O V（SはOを～する）
　　S O O V（SはOにOを～する）
　　S O C V（SはOをCにする）

（２）日本語の特徴
私はその説を支持する。
その説を私は支持する。

その説は正しいと考える。

（３）留意点１・主述の一致
その実験の結果はこれまでの俗説が否定された。

文献Aによれば、これまでの仮説Bを支持することになった。

ここで問題となるのは、複数の助手を連れていく場合、多額の交通費が必要となる。



（４）留意点２・修飾語の位置
大きな建物
国道沿いにある建物

大きな国道沿いにある建物
国道沿いにある大きな建物

アプリケーションソフトを大幅に入れ替える。
大幅にアプリケーションソフトを入れ替える。

システム管理者はOSを速やかに再インストールすべきだ。
システム管理者は速やかにOSを再インストールすべきだ。
速やかにシステム管理者はOSを再インストールすべきだ。

（５）留意点３・重文・複文の扱い
彼は明日休暇を取る。
私はカルボナーラを食べてエスプレッソを飲んだ。

左脳は論理的な推論に関与し、右脳は直感的な判断に関与する。

セロニアス・モンクは彼が好んで聴いたピアニストである。

A氏に対するインタビューによって、人事異動に関する実質的な決定権がA部長の元にあるこ
とが社内では周知の事実であることが判明した。

平安時代には紫式部によって源氏物語が書かれており、また同時代には清少納言によって枕
草子も書かれているが、これらの作品は当時の宮廷文化を知る上での格好の資料であると同
時に、多くの人に今も読み継がれる女流文学の金字塔である。

（６）留意点４・その他
・接続助詞「が」の問題
そのパンを食べたが、おいしかった。
わざわざ出向いてみたが、期待外れだった。



ブラインドタッチはキーをたたく指先を見ずに入力を行う技術であるが、ここでは短期間で
ブラインドタッチをマスターするための正しい練習方法を紹介する。

この調査に関しては多くの疑問が呈されているが、その中でも特にA氏による問題点の指摘
は有名であるが、今回のレポートではそのA氏の見解に沿って調査の妥当性を改めて検証す
る。

・読点（、）の位置の問題
A社によるこの方式が業界標準として採用されたのは、今から３年前である。
A社によるこの方式が、業界標準として採用されたのは今から３年前である。
A社による、この方式が業界標準として採用されたのは今から３年前である。
A社によるこの方式が業界標準として、採用されたのは今から３年前である。

・同一接続詞の反復

・ひらがな/漢字の選択


